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（ focusing）（Gendlin, 1981）およびTAE（ thinking at the edge）（Gendlin, 2004; Gendlin & 
Hendricks, 2004）を、他のさまざまな方法と多元的に組み合わせながら活用するための理論的な
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Cartwright, 1958; Rogers, Gendlin, Kiesler & Truax, 1967）。 
 そしてジェンドリンは、個人がフェルトセンス（felt sense）という自分の心身的な実感に触れ、
その意味をつかみとっていくプロセスを「フォーカシング（focusing）」と名づけ、それを 6 つのス
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表２ TAEステップ（Gendlin & Hendricks, 2004村里訳 http://www.focusing.org/jp/tae_steps_jp.html 
よりステップの見出しのみを抜粋）  



















 TAE（thinking at the edge） 
 また、TAEは、ジェンドリンがシカゴ大学大学院での理論構築の授業で用いていた方法を、2004
年にジェンドリンとヘンドリクスがステップ化した概念形成（concept-formation）と理論構築
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 そしてジェンドリンは、個人がフェルトセンス（felt sense）という自分の心身的な実感に触れ、
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ている（Klein, 2000 ; Rome, 2014 ほか）。こうした動向は今後とも引き続き展開されていくであ
ろう。 
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 理論構築法としてのTAEにはさまざまな適用のあり方が考えられるが、近年では特に質的研究法
としての活用が注目されている（得丸，2010; 末武・諸富・得丸・村里, 2016） 
 
プロセスモデルとフォーカシング指向セラピー 
 フォーカシングとTAEという 2 つの方法の提案の間に、ジェンドリンは理論的にも臨床的にも注
目すべき仕事を行っていた。 
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セラピストは自身の臨床的アイデンティティを失ったり拡散させることなく、さまざまなクライア
ントのさまざまなニーズに協働的にかかわることが可能になるのである。 














  1．Knowing mode：クライアントの問題／状態／環境／ニーズ等を知ろうとするあり方 
  2．Presence mode：クライアントの存在そのものを尊重し、それに寄り添うあり方 
  3．Listening mode：クライアントが表現していることを共感的に傾聴するあり方 
  4．Interacting mode：対話や相互作用を通して体験過程を推進していこうとするあり方 
  5．Practicing mode：課題への取り組みを通して人生を前進させていこうとするあり方 
 







 2．Presence mode：クライアントの存在そのものを尊重し、それに寄り添うあり方 
 プレゼンス・モード。これは、例えばジェンドリンが「その中にいる人（ the person in 
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1996 村瀬ほか監訳 pp.479-480）とジェンドリンは言う。 












なっている（Thoma & Cecero, 2009）。1   





                                                                
1
 Thoma と Cecero（2009）によれば、米国の臨床心理学やカウンセリング心理学等の博士の学位を持つ経験
豊かなセラピスト 209名が回答した臨床場面での活用頻度の高い方法は、1位「共感」、2位「無条件の肯定
的配慮」、3 位「不適応的な信念に立ち向かう」、4 位「一致／純粋性」、5 位「感情の反射」であり、6 位
「代替行動の立案」、7 位「ワーキングスルー」…と続いていた。回答した 209 名の流派の内わけは、認知行
動（77 名）、精神力動（55 名）、統合／折衷（55 名）、ヒューマニスティック（14 名）、システム論（6 名）、
その他（2 名）だったが、認知行動・精神力動・統合／折衷・ヒューマニスティックともに 1 位は「共感」
であり、その他の活用頻度の高い方法もかなり共通した結果になっている。 
フォーカシングと TAEをその他の方法とともに多元的に活用するセラピーのためのガイドの作成 
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を振り返ると、図 2 に示したような各様相間のステップが不可欠なものとして考えられた。    
 
導き出されたステップ 
 さらに、これら 4 つのステップの内容を精査し、アセスメントを行うステップ 0 をステップ 1 
の前に加えることによって、次のようなステップが定式化された。 
 
 ステップ 0 ．確かめる（アセスメント：assessment）：心身の調子や状態を確かめて，フォー
カシングを安全に行うことが可能かどうかを判断する． 
 ステップ 1 ．土台づくり（グラウンディング：grounding）：心身を静かに整え，フォーカシ
ングのためのウォーミングアップを行う． 
 ステップ 2 ．全体的把握（ホリスティック・コンプリヘンジョン：holistic comprehension）：
問題あるいは課題にフォーカスし，フェルトセンスをジェル化する． 
 ステップ 3 ．推進（キャリング・フォワード：carrying forward）：問題あるいは課題が推進
された実例，あるいは推進され得る可能性を見出し，そこに暗在しているパターンを取り出す． 
 ステップ 4 ．再構成化（リコンスティテューティング：reconstituting）：問題あるいは課題
のより確かな推進のために必要なタームを選定し，タームを連鎖化することで理論構築する． 
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2
 筆者は当初、包括的フォーカシングセラピー（integral focusing therapy：IFT）という名称を用い、学会発表
なども行ってきたが（Suetake, Y., On a guide to integral focusing therapy (IFT) and its clinical application. 12th 
World Association for Person-Centered & Experiential Psychotherapy & Counseling conference, 23, July 2016. 
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→ Ex．信頼できない要因があればそれに働きかける， 1 対 1 で行う場合にはフォーカサー・ア
ズ・ティーチャーの原則を守る，インタラクティブ・フォーカシングの方法などを活用する． 
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2
 筆者は当初、包括的フォーカシングセラピー（integral focusing therapy：IFT）という名称を用い、学会発表
なども行ってきたが（Suetake, Y., On a guide to integral focusing therapy (IFT) and its clinical application. 12th 
World Association for Person-Centered & Experiential Psychotherapy & Counseling conference, 23, July 2016. 
City University Graduate Center, NY）、「包括的」という用語も“integral”というタームもさまざまなニュア
ンスで受け取られるため、多元的フォーカシングセラピー（pluralistic focusing therapy：PFT）という名称
を用いることにした。 
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ステップ 2 ．全体的把握（ホリスティック・コンプリヘンジョン：holistic comprehension） 
～問題あるいは課題にフォーカスし，フェルトセンスをジェル化する～ 
2-1．今の自分にとっての問題あるいは課題を叙述する． 
・ 今の自分にとって問題となっていること，あるいは取り組まなくてはならない課題を 1 つ取
り上げて，それを叙述する． 









































→ Ex．必要に応じてTAEのステップ 1 ～ 5 を活用し，フェルトセンスの全体を表現する，非論理
的ではあるが精妙な一文を叙述する． 
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→ Ex．問題が解消へと向った，あるいは課題が達成された例，特に体験の感覚がシフトした実例





















パターンが複数見出される場合には，すべてを書きとめる．1 対 1 の場合はリスナー（セラピ
スト）が書きとめてもよい．必要に応じてTAEのステップ 7 を活用する． 
〔3-5．複数のパターンが取り出されたら，その交差を試みる．〕 
・ 見出されたパターン 1 をパターン 2 から見ることによって，パターン 1 に暗在している別の
パターンを見出す，次にパターン 3 から見る．．．，． 
→ Ex．パターンの交差を行う．必要に応じてTAEのステップ 8 ～ 9 を活用する． 
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0 からステップ 4 の全体を用いる場合は、1 回のセッションではおさまらないことがほとんどであ
る。継続のセッションの中で、ある程度の時間と回数を重ねつつ取り組む必要があるだろう。 
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Pluralistic Focusing Therapy（PFI）Steps 
 
Step 0 : Assessment ; checking your condition to do focusing safely 
 0-1．Check your physical condition． 
 0-2．Check your emotional condition． 
 0-3．Check your total condition to have sessions for focusing. 
 
Step 1 : Grounding ; warming up for focusing 
 1-1．Try bodily grounding; i.e. using meditation, breathing, yoga and/or ‘mindfulness’ techniques. 
 1-2．Awake self-sense in yourself; i.e. giving attention to your central point, and getting your self-
sense. 
 1-3．Confirm whether you feel OK on your situational condition for focusing. 
 1-4．Confirm whether you feel OK on your internal condition for focusing. 
  (1-5．Cope with factors to block you from focusing; i.e. using ‘clearing a space’.)       
フォーカシングと TAEをその他の方法とともに多元的に活用するセラピーのためのガイドの作成 
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Step 2 : Holistic comprehension ; focusing and direct referent formation 
 2-1．Take up a problem or task to yourself. 
 2-2．Try pre-focusing to get unclear sense of what all of the problem/task feels like; i.e. giving 
‘unconditional positive regard’, and/or ‘evenly suspended attention’ to yourself. 
 2-3．Focus on your felt sense and get handles come up from the felt sense itself. 
 2-4．Make the felt sense be jelled (＝the direct referent formation) ; i.e. describing the quality of the 
felt sense using TAE partⅠ. 
 
Step 3 : Carrying forward ; finding implicit patterns being carried forward 
 3-1．Pick up instance(s) in which the problem/task has been carried forward; i.e. using ‘free 
association’, and/or ‘coping question’, etc. 
 3-2．Pick up certain interpersonal relationship(s) in which the problem/task has been carried forward 
or will be carried forward ; i.e. you may try to use ‘interactive focusing’. 
 3-3．Think about the possibility that the problem/task will be carried forward; i.e. using ‘active 
imagination’, and/or ‘miracle question’, etc. 
 3-4．Find out any implicit pattern(s) which is(are) implied within the carried forward instance and/or 
possibility using TAE partⅡ. 
  (3-5．Try to cross patterns each other if you find out plural patterns.） 
 
Step 4 : Reconstituting ; versioning and sequencing of implicit patterns using TAE partⅢ 
 4-1．Choose some significant words or phrases to be your temporary main terms; i.e. naming them A, 
B ,C,… 
 4-2．See relations between A and B, B and C, C and A, and so on; i.e. defining A in terms of B, and 
also in terms of C, …, and finding out new terms O, P, Q, … 
 4-3．By using terms O, P, Q, …, formulate your theory or statement. 
 4-4．Apply it to your problem-solving/task-achievement, and other your life situations. 
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